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本研究では、言葉の育ちに弱さを抱えた 3 歳児男児の実態とそれに対する保育者の願いや援助が
丁寧に書かれた記録を取り上げ、その男児が園生活を通して言葉で自分の思いを表現するようにな
るまでの過程における保育者の援助のあり方について検討した。また、保育者が行う子どもの実態
の捉えが、援助のあり方に深く関与していることについて明らかにした。この研究を通して、言葉
の発達を促すために明らかになったことは次の通りである。①保育者との安定した関係を築くこと
②様々な体験を通して感情を揺り動かすこと ③相手に自分の思いを伝えようとする気持ちを持つ
こと ④子ども自身が投げかけた言葉への相手の反応を受け止めることで正しい言葉の使い方を学
ぶこと ⑤園生活が充実することによりこうしたいという思いが育つこと ⑥心の動きを丁寧に言
葉に置き換えてもらうこと ⑦豊かなイメージを貯える体験をすること
キーワード：言葉の発達 保育者の援助
【はじめに】
【幼児期の保育】とは子どもの特性や発達・個人
差に応じ、子どもの生活や活動の姿を丁寧に読み解
き、子どもが主体として生きる環境を構成し行われ
るものである。幼児教育や保育の質は、子どもの主
体的な環境との相互性のなかで編み出される子ども
の生活や活動そのものの姿に映し出される。そのた
め、主体として環境に関わる子どもの姿や実態を丁
寧に読み解き、再び新たな援助の視点を構築し子ど
も自らが育つステージを整えていくことが保育にお
いては重要になる。
つまり保育という営みは、子ども一人ひとりの抱
える発達課題を的確に捉え、保育者はその課題に対
する援助・配慮の具体を試み、その結果、生まれて
きた子どもの実態を再び読み取る行為を繰り返し
行っているのである。
さて、保育では子どもの実態を読み取る作業を記
録を書くことで行う。ただ、子どもの実態を捉える
とき、そこには、子どもを対象化してとらえる視点
だけではなく、保育者の子どもへの思いやねがいな
どを書き記すことで、より子どもの実態が浮かびあ
がってくるものと考える。これは子どもの育ちが子
どもと保育者の関係性の変化や子ども同士の関係性
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の変化に表れるからである。
つまり子どもの実態に加え、保育者の願いや援助
のあり方が明確に書かれた記録を子どもの視点と保
育者の視点から多角的に解釈すること、その絡まり
を俯瞰することが、保育事象をより客観的に検証す
るために重要になってくると考える。今回の研究で
は、この考え方を土台として、保育記録の読み取り
を進めていきたい。
【研究目的】
保育現場は、昨今、特別に支援を要する子ども達
への対応に苦慮している現実がある。個別支援計画
を作成するなどして、個に応じた関わりを試みてい
るところである。
初めての集団生活をするＡ男（ 3 歳児）は、語彙
が少なく、言葉によるコミュニケーションがとりに
くい。周囲の様子を感じ取りにくく、マイペースな
ところもある。Ａ男の姿から担任男性保育者（以下
Ｂ保育者）は人と関わる喜びを味わえるようになる
とともに集団生活の中で様々な言葉を獲得してほし
いという願いをもって保育をしていた。
本研究では、言葉の育ちに弱さを抱えたＡ男の実
態とそれに対する保育者の願いや援助が丁寧に書か
れた記録を取り上げた。その記録をもとに、Ａ男が
園生活を通して言葉で自分の思いを表現するように
なるまでの半年あまりの過程を追いながら、その過
程で保育者とどのような関係性を築いてきたのか、
また、その際、保育者としてどのような援助を意識
することが求められたのかについて、事例検討を通
して明らかにしていきたい。
【研究方法】
Ｂ保育者から提示された時系列に沿って【エピ
ソードとそれに対する保育者の捉え】という構成で
書かれた記録を、複数の目で研究目的に応じて省察
する。
事例 1 H24年 4 月11日
事例 2 H24年 4 月11日
事例 3 H24年 4 月26日
事例 4 H24年 5 月11日
事例 5 H24年 5 月頃
事例 6 H24年 5 月 2 日
事例 7 H24年 5 月19日
事例 8 H24年 6 月15日
事例 9 H24年 6 月28日
事例10 H24年 7 月14日
事例11 H24年 9 月15日
事例12 H24年10月 1 日
＜研究の対象にした記録＞：保育歴 7 年目のＢ保育
者が、Ａ男についての実態とそれに対する保育者の
読み取りと願い・援助について継続的に捉えた記録
を対象として選択した。
＜Ｂ保育者について＞：Ｂ保育者は、幼児教育を短
期大学で学び、その後、私立保育園で 6 年間勤務を
した後、幼稚園と保育所の両機能を持つ公立の幼児
園に就職した。今回研究に用いた記録は、Ｂ保育者
が幼児園に就職後 1 年目にまとめた記録である。
＜Ａ男が所属するクラス＞： 3 歳児（男児19人 女
児11人 計30人）保育士 4 名（正職1名＝Ｂ保育者
臨時 3 名）のクラスのＡ男を抽出児とした。
＜対象児Ａについて＞：Ａ男は 1 月生まれの 3 歳児
で、家族は父、母、小学生の兄の 4 人暮らしである。
同居ではないが祖父母も近くにおり、子育てに協力
的である。 3 歳児入園前に子育て相談を利用した経
験があり、言葉の少なさや理解の弱さについて入園
前に幼児園側に伝えていた。その後数ヶ月間養護訓
練センターに通所したが、入園を機に通所を止め、
入園後は一度も行っていない。語彙が少ない、言葉
掛けに対する理解が弱い、手や指先の不器用さ、周
りの様子に気付きづらいといった点が配慮される要
因となっていた。
【結果と考察】
Ａ男の実態と保育者の関わりから読み取れること
【事例 1 】Ａ男の興味の方向性を探ろうとする保育者
「電車を通して関わる①」 4/11
砂場でスコップを使って砂を積み上げて山のよ
うにしたり、小さな型はめに砂を詰めたりしてい
たＡ男。 1 人で静かに遊んでいた。園庭から数百
メートル離れたところに線路があり、電車が通る
様子を見ることができる。砂遊びをしていたＡ男
中部学院大学・中部学院大学短期大学部 教育実践研究第１巻(2016）99－109
― 100 ―
は、踏切の警笛が鳴る音が聞こえたようで、突然
立ち上がり、フェンスの方に走っていき「でんさ
（でんしゃ）だ！でんさ（でんしゃ）だ！」と叫
んだ。保育者が近づき「電車だね、Ａ男君は電車
好きなの？」と話しかけると、電車を目で追いな
がら「うん…」と答えた。その返事は、心ここに
あらずといった様子で、電車が見えなくなっても
しばらく同じ方向を眺めていた。
＜保育者の捉え＞
事例 1 では、砂場で静かに遊んでいたＡ男が、
突然興奮した様子で電車に興味を示し、保育者の
言葉掛けに対しても、反応はするものの気持ちは
電車に向けられていることが分かる。好きなもの
に対するＡ男の豹変ぶりに、保育者は驚かされな
がらも、これをＡ男との関係作りのきっかけにし
たいと考えていた。
【考察 1 】Ｂ保育者はこの事例において「心ここに
あらず」と否定的にそのＡ男の姿を捉えている。一
方、電車に気持ちが向かっているＡ男の興味の方向
性を感じることができたことが分かる。それが次の
事例におけるＡ男に対するＢ保育者の関わりの変容
をもたらすことにつながったものと思われる。
【事例 2 】Ａ男の今に寄り添う視点と今の課題をク
リアしようとする視点の狭間に立つ保育者
「電車を通して関わる②」 4/11
給食後、廊下の窓から貨物列車が見えると、Ａ
男は窓の方に駆けだしていった。保育者がＡ男の
行動に合わせて「あ！電車だね」と声を掛けると、
少しだけ笑顔になった。そのまま貨物列車を窓越
しに見送り、見えなくなってからも余韻を楽しん
でいる様子があった。
＜保育者の捉え＞
電車が見えなくなっても同じ方向を眺めている
のは、余韻を楽しもうとしているのではないか。
そのため、事例①とは異なる解釈で捉える必要が
あるのではないか。また、電車がＡ男と保育者の
関係を築くきっかけになった。こうした関係性の
変化を喜びながらも、一方でＡ男の興味の偏りに
対して気になるところもあった。①
【考察 2 】事例 1 では、Ａ男の行動を起こした心の
動きを保育者が言葉で表したことにより、Ａ男の表
情に変化が起きた。その変化は小さなものだった
が、Ａ男は自分の心の中で起きていることを代弁し
てくれるＢ保育者の存在にそれまでとは違う印象を
持ったことだろう。また、Ｂ保育者自身が、Ａ男が
電車に興味を持っているという前提で関わっている
ために、「余韻を楽しんでいる」という表現からわ
かるように、Ａ男の心の動きと自分の心の動きを重
ね合わそうとしていることが分かる。そして子ども
の行為に意味を見いだしている。また､事例 1 でＡ
男へ関わる足がかりとして『Ａ男の興味が向くこと』
を大切にしていこうとする援助の見通しを持ったこ
とが、事例 2 に表れるＢ保育者の関わりの変容をも
たらしたと考えられる。そして、それが、結果的に
新たな両者の関係性を築くきっかけの要因になった。
一方、下線部①からもわかるように、Ｂ保育者は
Ａ男の電車に対する関心を偏りとして否定的に捉え
ている。Ａ男への興味・関心に気持ちを向け、それ
を足がかりにしていきたい思いがある一方、Ａ男の
発達課題を捉えようとしている姿から、子どもの今に
寄り添う視点と、次への育ちを促していこうとする二
つの視点を持って関わろうとしていることが分かる。
【事例 3 】Ａ男の根底にある不安に気づく保育者
「言葉にならない思いを読み取ろうとする①」4/26
自由画帳にクレヨンでいくつも点を描いていた
が、しばらくすると保育室の入り口付近に座り園
庭を眺めだした。一度座り込んだＡ男は、いつま
でもそうしており、その姿は保護者の迎えを静か
に待っているような印象を受けた。近くに電車の
おもちゃを出しても、興味は示すものの、Ａ男は
近づくことなく、また座り込み、園庭を眺めた。
＜保育者の捉え＞
事例 3 では、Ａ男が家庭を離れ、いつもとは違
う環境になったことで、心細さや、思い通りにい
かないもどかしさをふと思いだし、園庭を眺める
ということで落ち着かせようとしているのではな
いかと捉えた。気持ちを切り替えることができる
ようにと、おもちゃの電車を出してみるが、切り
替えることはできずにいた。
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【考察 3 】Ａ男の行為と保育者の捉えからＡ男が保
護者から離れていることへの不安が強いのではない
かと捉えている。クレヨンで点を繰り返し描く行為
は、Ａ男が不安な気持ちを紛らわせ、その不安を持
ちこたえようとして行っている行為と予測できる。
その後なんとかＡ男の気持ちを切り替えようと願
い、事例 1・事例 2 で捉えてきた【電車が好き】と
いう特性を利用して関わろうとした。しかし、それ
にも関わらずＡ男が大好きな電車のおもちゃにも興
味を持てないという姿から、保護者が迎えに来てく
れるまでの不安がそれほどまでに強いことを、保育
者は図らずも理解することになった。
この経験が、【Ａ男の気持ちにより添うという保
育者の関わりの変容】をさらにもたらすことになり
それが事例 4 に表れている。
【事例 4 】Ａ男の根底にある不安へ気づくとともに
それを確認する保育者
「言葉にならない思いを読み取ろうとする②」5/11
Ａ男が保育室から出て、テラスに座って 1 人で
外を眺め始めた。この直前の遊びでは、1 カ所に
留まることはなく、ふらふらと色々な場所で遊ぼ
うとしており、どの遊びにも入っていくが、少し
すると飽きてしまっていた。
テラスにいったＡ男に、保育者はすぐに声をか
けるのを待って、クラスの他児が落ち着いた頃を
見計らって声を掛けると、保育室に入ってくるこ
とできた。その後、園庭を眺める場面を見かけた
時には、時間を置いたり、一緒に静かに時間を過
ごしたりしながら、Ａ男の心の動きに寄り添うよ
うに心掛けた。①
＜保育者の捉え＞
事例 4 では、気持ちを切り替えていけるように
する手だてとして、Ａ男の外を眺めるという行為
に対する保育者の関わりを、少し時間を設けると
いうものにした。Ａ男の姿を振り返ると、保護者
の迎えが恋しくて泣いていた時期に、おやつの後
1 人で窓の外を眺めて過ごすことがあった。この
時のＡ男は、特定の遊びをすることもなく、ただ、
窓の近くにいるのだが、寂しさを紛らわせたいと
いう気持ちと共に、電車の通過後の余韻を楽しむ
のと同様に、静かに自分の世界に浸るということ
も好んでいたように感じた。
Ａ男はテラスで静かな時間を過ごし、心の安定
を図っているのかもしれないと捉え、時間を置
き、クラスの雰囲気も落ち着いたところで声をか
けたことで、Ａ男は安心感を持って保育室に戻る
ことができたと考えられる。
その後、園庭を眺める場面を見かけた時には、
時間を置いたり、一緒に静かに時間を過ごしたり
しながら、Ａ男の心の動きに寄り添うように心掛
けた。
【考察 4 】事例 3 や事例 4 のＡ男の実態からＡ男に
はＡ男のペースが存在することを保育者は感じはじ
めたと思われる。そのペースに合わせること、言葉
に表れないＡ男の思いをくみ取りそれに応じた関わ
りをすることがＡ男との関係を築くために重要な意
味があると推測したのではないか。
事例 3 における自由画帳に点をいくつも描くとい
うことは、事例 3 の考察でも述べているように、繰
り返し同じ行動を取ることによって、保護者が来て
くれない今の状況を持ちこたえようとする姿であ
り、自分の中にあるイライラや見捨てられるかも知
れないとい漠然とした不安を表す姿である。同様に
事例 4 においては、一カ所にさだまることなくふら
ふらすることで気持ちを紛らわせ、その場を持ちこ
たえようとしていると思われる。そのため、下線部
①のような関わりの見通しを持ち始めたと思われる。
こうした意識の変化がどのように起こったのだろ
うか？ 事例 3 で保育者はＡ男の気持ちを切り替え
ようとＡ男が興味を持っていると判断した電車を利
用して積極的な働きかけをしている。しかしＡ男は
それに応じてくれなかった。そのことによって、さ
らにＡ男の今直面している課題（保護者から離れて
不安である）が明確にみえてきたものと考える。Ａ
男の行動の背景から読み取れる意味について捉える
ことによって、Ａ男が真に要求していること、ある
いは心の奥底に潜んでいるＡ男の言葉に表れない内
面の動きを捉えようとした。そしてその時点でのＢ
保育者の理解は、「寂しさを紛らわせたいと同時に、
静かに自分の世界に浸る」ということであった。そ
の理解が結果的にその子の今のペースに応じていこ
うとする気持ちへと大きく変化させていったのでは
ないか。
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この事例では、Ａ男の表現行為と、それに対する
保育者の読みとりに応じた表現行為による相互のや
りとりが存在することで、保育者の関わりの視点が
明確になっていくことを確認しておきたい。つま
り、かかわりが仮に子どもの実態に応じていないこ
とがあったとしても、その反応から対象児が求めて
いることが明確にみえてくることがあるということ
である。それを的確に読みとることによって、一時
的に対象児にとってズレた関わりになったとして
も、軌道修正する機会が与えられることになる。
【事例 5 】園生活全般における援助のあり方を再検
討する保育者
「この頃のＡ男の姿」 5 月頃
生活の中で、Ａ男の体力に合わせて午睡時間の
前後を延ばし、他児よりも30～40分多めにとるよ
うにした。長時間保育を受ける頃には疲れてしま
うこともあったが、午睡時間延長により降園時ま
でにそれほど疲れがでないようになった。結果、
気持ちよく迎えを待てるようになり、帰り際に泣
くこともなくなった。
給食では苦手な野菜の量を、継続して調整して
きたことで少しずつ食べられるようになってい
た。少量なら手が出しやすいようで、自分から野
菜を食べて「Ａ男たべた」と教えてくれた。綺麗
になった皿を見せるので、保育者が「ぴかぴか
だ！」などと大げさに言うと笑顔になっていた。
この頃までは、朝は寂しくて泣きながら登園し、
帰りは保護者の顔を見て泣き出していたＡ男だっ
たが、Ａ男は自分から「ようじえんにいく！」と
言って登園してくるようになった。
＜保育者の捉え＞
登園時に良い表情になったことと、言葉の少な
いＡ男が「ようじえんにいく！」と言えたことは、
これからＡ男の「伝えたい」という気持ちが様々
な形で表れるのではないかという期待感を持たせ
た。Ａ男が自分から「ようじえんにいく！」と言っ
て登園してきたことを保護者も嬉しそうに話しを
してくれた。朝は寂しくて泣きながら登園し、帰
りは保護者の顔を見て泣き出していたＡ男の姿を
思うと、こうした気持ちを持ってくれることはと
ても嬉しく思う。
【考察 5 】事例 5 からも分かるように保育者は他の
生活面においてもＡ男のペースに合わせた関わりを
試みている。とりわけ睡眠に関する生理的・身体的
な欲求に応じた関わりは、Ａ男の情緒の安定に大き
く影響を与えたものと思われる。情緒的な安定があ
ることで、Ａ男は周囲のことへの関心を持つことが
できるようになったものと思われる。
生活全体における見直しができたのは、保育者の
中に、Ａ男が抱えている課題に対するはっきりとし
た確信、つまり、精神面でＡ男に寄りそうのみでな
く生活面においても、“いま” のその子のペースに
応じて行くことが次への育ちを保障することへの確
信が生まれてきたからではないか。また、そうした
関わりによって、幼児園に行きたいという心の変化
をＡ男にもたらしたことが保育者にとっては大きな
喜びとなったにちがいない。
【事例 6 】生活の場の安定によってもたらされる周
りの事象への関心が生まれる
「他者とやりとりをする面白さに触れる」 5/2
他児が保育者と父親を間違えて「パパ」と言っ
たときに、言葉のやりとりをする遊びが生まれ、
保育者と他児が「…パパじゃない」「パパ？」「…
パパじゃない」と言って楽しんでいた。周りの子
ども達も保育者に「パパ？」と言って、保育者が
「パパじゃない！」と答えるという遊びをしばら
く行っていた。その様子を見ていたＡ男が、他児
の真似をして「パパ！」と言ってきた。保育者が
「パパじゃない！」と答えながら、声色や表情を
変えていった。Ａ男は「パパ」と言った後「パパ
じゃない」と返す保育者の声を聞く度、大笑いし
ていた。
＜保育者の捉え＞
事例 6 で、他児が味わった遊びの面白さは、本
当は「パパ」と呼ぶべき人ではない相手に「パパ」
と呼ぶことで返ってくる「パパじゃない」という
反応で、保育者がパパではないということが分
かっているから楽しいのである。しかしＡ男に
とっては、声を掛ける度に保育者が様々な反応す
ることが面白かったようである。Ａ男は単純に反
応を楽しんだが、人と関わろうとする基盤を築く
上で、「なんだか楽しいな」という思いを持つこ
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とは大切である。人と関わりたいという気持ちが
保育者や友達からの刺激を受け育ち始めたように
思う。
【考察 6 】事例 6 を通して、それまでは、保育者か
らの関わりが多かったのだが、保育者に自らかかわ
ることが「なんだか楽しいな」という思いをＡ男が
持ち始めたことがわかる。その背景には、自分の気
持ちが向く対象を分かってくれる保育者の存在や、
自分のペースに応じて対応してくれる保育者のそれ
までの関わりが存在する。そのことによって保育者
に自分から関わりたいという気持ちが育ち始めたの
である。
Ａ男はこの時、「パパじゃない」という保育者の
言葉を自分に対する否定的な意味とは捉えず、自分
との関わりを楽しもうとする肯定的なニュアンスを
含む言葉として捉えていたものと思われる。こうし
た意味では【言外の意味】を感じられるようになっ
た育ちを捉えることができる。また、保育者との関
係が安定することによって、周りの子ども達と保育
者との目に見えるやりとり（「パパ？」―「パパじゃ
ない」）と、そのやりとりから感じられる楽しさに
誘われるかのように、自らも保育者に「パパ？」と
話しかけてきた。そして実際友達の行為を真似るこ
とで、実際に自分の感情が心地よく動く経験をする
ことになった。まだ、他児の心の動きや保育者の心
の機微などに対する明確な読みとりはできていない
だろうと予測されるが、他者へ自分が関わりを持つ
ことが「なんだか楽しい結果を生むことがある」と
いう実感は持てたと思われる。
この事例では集団保育において子どもが育つ基盤
にあるものは、保育者との関係性であり、その関係
性が成立することによって、周りの子どもへの関心
へとつながっていくという発達理解を捉えている。
またこの事例は、言葉が自然な状態で発せられる
基盤は、本人が楽しいと思える体験、心が動く体験
であることを物語っている。保育者が自分の深い思
いに気づいてくれていることを実感すること、それ
によってもたらされる情緒の安定、安定することに
よってもたらされる周りへ向けられるまなざし、そ
の時の心地よい感情の動きが、結果的に言葉を発す
るエネルギーを培っているのである。
【事例 7 】怒りが出せるようになった関係性の築き
「言葉を使えないもどかしさを味わう」 5/19
キャリアカーのおもちゃを他児が使っている時
に、Ａ男が何も言わずにキャリアカーに手を伸ば
して取ってしまった。他児が怒ったが、同時にＡ
男も怒り、他児に「だめ！」とか「いや！」など
と叫んでいた。他児はその勢いに押されそうにな
り戸惑った顔をしていた。
保育者が他児にキャリアカーを返そうと近づく
と、Ａ男は保育者にも怒って「だめ！」といいな
がら叩こうとした。保育者がＡ男に対して「Ａ男
君使いたかったんだね？友達は取られると思って
怒ったんだよ」「友達が使っているから取らない
であげて」と話したが、興奮している状態である
ことと、こうした言葉掛けが理解しづらいＡ男に
とっては、ただ不快になっただけだったようだ。
＜保育者の捉え＞
事例 7 から、Ａ男が他児からおもちゃを手に入
れるための手だてが少ないことがよく分かる。
「貸して」「いいよ」というやりとりがある中でそ
れを使えないために無言で取りにいってしまう。
また相手の怒りに合わせて真似するように怒りだ
し、保育者にも手を出そうとするほど興奮してし
まい、気持ちを納められなくなってしまった。言
葉が少ないが故に自分の思いを満たせないでいる
苛立ちや不満が怒りをさらに激しいものにしてい
ると考えられる。
保育者からの言葉掛けも、わかりやすい言葉を
選んでも理解できないことの方が多く、Ａ男が納
得した解決に至らないことがしばしばあった。そ
のため、すぐに気持ちを切り替えられるような関
わりを心掛けていた。ただ、この関わりはいずれ
他児が育ってくることでバランスを崩すのではな
いかという危機感も持っていた。
【考察 7 】事例 7 では、Ａ男が素直な感情を他者と
の間で出し始めたと言うことがわかる。他児に対し
て「ダメ！」「いや！」と強く主張できるようになっ
たのは、自分の意志を通そうとする育ちの裏返しと
して捉えることができる。保育者とのそれまでの関
係性において、事例 2 から事例 5 までのような受容
的、共感的な関わりがあった結果として生まれてき
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た姿である。
とりわけ保育者との関係性においては、「怒り」
が生まれてきた。Ａ男からすれば、これまでの保育
者は自分の気持ちを受け止めてくれる存在であった
が、他児の気持ちを代弁してＡ男に語ったり、Ａ男
の行動を制御しようとし始めたことは、Ａ男の目に
は新鮮に映ったに違いない。しかし、それを受け止
める余裕がＡ男にはなかったのである。そのため、
受け入れてくれない保育者に対して怒りという強い
感情が生まれてきた。それは裏返せば保育者との絆
が非常に強く形成されてきた表れでもある。つまり
怒りを出せるようになったのは、自分の“いま”の感
情を素直にそのまま出せる関係性の成立が背景には
あると考える。どんなことをしても否定されない自
分を感じ始めているのである。
一方、この事例は、保育者としてはそうした他者
の気持ちの動きへの気づきの弱さを抱えるＡ男に対
する新たな課題に直面する機会になった。その課題
が下線部に表現されている。事例 6 までは順調な育
ちの姿をＡ男の姿から読みとることができる。事例
7 も、Ａ男の自然な発達の道筋の延長線ではあるが、
保育者はそのように捉えられなかったがために、再
びＢ保育者にＡ男に対する焦りが生まれてきたと考
えられる。
【事例 8 】保育者が同じ心の動かし方をしているこ
とを感じ始めるＡ男
「達成感を味わう経験」 6/15
音楽療法に参加した。Ａ男を含め三名での参加
だったが、初回ということもあり、Ａ男はとても
緊張している様子だった。この時期のＡ男は様々
な活動に期待感を持って参加できるため、その気
持ちをうまく引き出していけるかが最初の支援の
ポイントだと考えていた。
保育者がそばに付き添いながらプログラムを進
めていったが、歌に合わせて太鼓を鳴らすという
場面で、太鼓の音を聞いたＡ男が、ぱっと目を輝
かせ、保育者の方を見た。保育者も「いい音がし
たね」と声をかけつつＡ男の気持ちに共感して
いった。これで意欲が出たのか、その後は集中し
て話をきいており、 1 つ 1 つのプログラムを終え
る度に良い表情をしており、全てが終わった時に
は、満足そうな表情をしていた。
＜保育者の捉え＞
事例 8 では、Ａ男の目が輝き、保育者に視線を
送った。こうした「共感してほしい」という思い
を表現できるようになったことが言葉を増やす
きっかけになると考えられる。また、この場面で
Ａ男が意欲や興味を持ったと感じた保育者は、側
で温かく見守るように心がけた。音楽療法での最
も大きな成果は、集中して話を聞くことで、実際
にやってみたときには楽しいという気持ちを十分
味わうことができており、活動を終えて、達成感
を感じていたことだった。保育者は、この「活動
の趣旨や説明が分かり、理解した上で取り組み、
できたという実感を味わう。」という経験の繰り
返しがＡ男の達成感、自信につながり、成長に大
きく関わってくると考えた。また、Ａ男はクラス
の中では気になる姿も多く、育ちもゆっくりだと
捉えているが、この小集団の中で見せるＡ男の姿
から、保育者の向ける眼差しがより肯定的なもの
へと変わっていった。これは、Ａ男にとっても、
保育者にとっても、集団の中で生活していくため
にプラスに働く意識の変化だった。
【考察 8 】この保育者も捉えているように、Ａ男に
とっては、自分の心の中でおきていることに対して
保育者にも共感してほしいという心の動きを感じる
ことができる。Ａ男の中に共感してほしいという気
持ちが起きてきたのは、保育者が自分と同じ心の動
かし方をしていることを実感し始めているからであ
る。この気持ちの動かし方は自分の気持ちを他者に
伝えたという原動力になる。そして言葉というツー
ルを利用することで他者に何かを伝えることを実現
させようとする。結果的に言葉で表現する力を育む
ことにつながるものと思われる。
また、この保育者が捉えているように、固定化し
たその子への見方を変えるために、同一集団ではな
い場でＡ男の姿を捉えることで、今まで気づかな
かったＡ男の姿に触れることができる。それが、子
どもへの肯定的な見方に向かうためのきっかけに
なったものと考える。
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【事例 9 】心を動かす体験を積み重ねる
「イメージを言葉で表す」 6/28
寒天遊びを行った。寒天の感触をとても喜んで
おり、水色の寒天を手で細かくつぶして、コップ
の中に詰め込んでいた。最後には盛り上がるほど
にして「せんせい！ジュースゼリー」と教えてく
れた。
＜保育者の捉え＞
事例 9 から、Ａ男が感触遊びの中でイメージを
膨らませながら楽しむ様子が伝わると共に、保育
者に向けて、言葉で自分のイメージを伝えること
ができていた。Ａ男にとっては自分の思っている
ものや考えを言葉で伝えることは大変なことだ
が、「ゼリー」「ジュース」といった身近な言葉を
組み合わせて表現した。保育者はこうした言葉を
拾い上げながら、簡単な会話のやりとりに結びつ
けるようにしていった。
【考察 9 】この遊びでは、五感、特にここでは触覚
と視覚を通して、寒天を体感するプロセスが存在す
る。そこで体感とイメージの世界とが結びつくこと
によって、「ジュースゼリー」という言葉が生まれる。
触覚や視覚は体感であり、その体感は直接的に心や
気持ちを動かすことにつながる。心や気持ちを動か
すことが、結果的に言葉を生み、それが事例 8 で確
認された他者に伝えたいという気持ちの育ちと重な
り、「せんせい！ジュースゼリー」と言葉で伝える
ことになったものと考える。
【事例10】心に抱く強い意志が言葉を生む
「友達との関わりで味わう思い」 7/14
水道で手を洗う場面で、Ａ男が他児に噛みつい
てしまった。原因は他児が、手を洗っているＡ男
を何度も押してしまったことにあるようだった。
手が使えないＡ男は何度も「やめて」と言ったの
だが聞き入れられずに噛みついてしまった。保育
者が話をしていくが、 2 人は何がいけないのか分
からなかったようで、Ａ男は「（友達が）おした」
といい、他児は「Ａ男くん、かんだ」といい、そ
れ以上は分からないようだったため、痛かったと
いう気持ちを受け止めた上で、互いに押さない、
噛みつかないと話をしていった。
＜保育者の捉え＞
事例10について、保護者に降園時に噛みついて
しまったことを伝えると、Ａ男は、最近は家庭で
兄弟の中でも噛みつくことはほぼなくなったとい
うことだった。ただ、時々怒ってものをなげてし
まうことは見られるようで、その時には厳しく注
意されるとのことだった。
噛みついてしまったということは、Ａ男に余程
の思いがあったのだということを伝えると共に、
友達とのトラブルが出てきた背景には、Ａ男と友
達の関係が、お互いを気になる存在として捉え始
めたという育ちがあるということも伝えた。友達
に興味を持ち始めたことを理解してもらい、Ａ男
が成長してきており、その中で味わう壁の 1 つが
言葉で思いが伝えきれずにもどかしくなり噛みつ
くという行為になったということを話していっ
た。保育者は、Ａ男が噛みついたという事実に関
しては注意を払わなければならない。噛みつきま
でに至る前にＡ男の気持ちは言葉で代弁していく
ことで収まったかも知れない。友達と関わる楽し
さと難しさを味わうためには、保育者の配慮が必
要であると思った。
【考察10】Ａ男が、自分はこうしたいという思いが
強くあらわれるようになったことがよく伝わってく
る事例である。「やめて」という言葉は、自分の強
い意志を表す言葉である。噛みつくということは、
行為としては否定されるべきことかもしれないが、
それほどまでに自分の意志を表現し、自分の行為を
貫こうとした気持ちの育ちを読みとることができ
る。言葉を発する背景には、必要にせまられて自ら
発するというプロセスがある。「やめて」という言
葉は、自分の意志によってしようと思っていること
を阻止されることに対する強い反発である。一連の
時間経過を通して、Ａ男には「自分はこうしたい」
という自我の育ちを確認することができる。
この事例で保育者はＡ男の気持ちを受け止めた上
で、互いに押さない、噛みつかないということを伝
えている。そうした丁寧な関わりを繰り返し行うこ
とによって、いずれは言葉を介してお互いの気持ち
を分かり合う育ちを促す大切な関わりをしていると
言える。
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さて、家庭ではかみつきが収まってきたが、一方、
“時々怒って物を投げてしまう” という表記からも
分かるように、より身近な存在の人（家族）に対し
てＡ男は、自我をそのまま出していたことが読み取
れる。しかし、園のＡ男の周りにいる子ども達には、
今までそうした姿を現したことはなかった。だから
こそ、この噛みつきにはＡ男にとっても、周りの子
どもたちにとっても大きな意味があり、新たな転換
点だと考えられる。確かに、この保育者が解釈する
ように、言葉で思いが伝えきれずもどかしくて噛み
つくという否定的な捉え方もできるが、それ以上に、
噛みつくと言う行為によって自分のこうしたいとい
う思いを表出したことが、これからの成長を予感さ
せている。そして、これから、何度も自分はこうし
たいというという思いを出し、他児とぶつかり合う
体験を繰り返すことで、互いの強い思いを少しずつ
譲り合うことが心地よいと思える体験を積み重ね、
人と関わるスキルを作っていく時期に入ったと捉え
たい。
【事例11】こだわりを育ちとして受け止める／見通
しが生まれることが言葉を生む
「運動会に参加する」 9/15
運動会では、観客席にいる保護者を見つけると、
涙目になっていたＡ男だったが、クラスの流れに
一生懸命ついて行こうとする姿が見られ、普段の
姿を見せることができたと感じた。競技の中で、
手に持った器に、画用紙で作ったラーメン、チャー
シュー、ネギ等を乗せて走って届けるという場面
があった。Ａ男が器に盛りつける際、ネギが机か
らいくつか地面にこぼれ落ちてしまった。ネギは
たくさんあり、落としても気にすることなく急い
で作っていく子ども達がいる中で、Ａ男は地面に
落ちたネギを 1 つずつ拾い始めた。保育者も手伝
い、拾い終えたＡ男はようやくゴールに向かった。
Ａ男らしいこだわりを見せた場面だった。競技終
了後、保育者が「Ａ男君、ネギ拾えて良かったね」
と言うと「うん！」と嬉しそうに頷いていた。
＜保育者の捉え＞
事例11から、保護者の元に駆け出すことなく、
クラスの活動に参加できたことは、保護者にとっ
ては嬉しいことだったようである。Ａ男には、寂
しさを感じながらも保育者や友達の中でやるべき
ことが分かってできたということがとても素晴ら
しいことだと保育者が意味付けをしていった。ま
た、マイペースではあったが、競技中でＡ男が頑
張った部分を認めていくことで、自己肯定感を高
めていくことに繋がると考えた。
保護者とは、運動会で演技、競技だけでなく、
出番以外のテントにいる時や、クラスで動いてい
る時等で、困ったことがあれば保育者に声を掛け
ることができれば良いという話をしていた。この
時期Ａ男が育ってきた一面であり、困ったことを
言葉で伝えられるようになるという育ちが、普段
とは違う場面でも変わらず出せることを願ってい
た。こうした姿も何度かあり、保護者と保育者で
Ａ男の育ちを喜び合うことができた。
【考察11】運動会のラーメン作りでみせたＡ男のこ
だわりにも、「自分は！」という自我の育ちを読み
取ることができる。Ａ男は保育者の受容・共感を核
とした関わりによって、運動会という緊張を強いら
れる場面においても、安心して自分がしたいことを
やり遂げることができたものと考える。この事例の
保育者の捉えにも書かれているように、保育者との
関わり合いの中で形成された園で生活をすることへ
の安心感によって、「困ったことがあっても保育者
に訴えることによって何とかなる」というつながり
がみえてきたのと思われる。つながりがみえると
は、見通しを持つことである。見通しが持てるよう
になるからこそ、困ったことになるかもしれないと
未来をイメージすることができる。困ったことがイ
メージできその時の不快な心の動きを想像できるか
らこそ、困っていることを言葉に置き換えて表現で
きるようになったと考えられる。
【事例12】今後への見通し
「周囲の子ども達との遊びにおけるズレ」10/1
戸外で警察と泥棒に分かれて鬼ごっこをした。
単純に鬼ごっこの鬼が警察、逃げる側が泥棒とい
うものだが、子ども達は、警察になれば保育者の
合図で敬礼をしたり、泥棒が警察をからかったり
するという場面もあり、なりきって遊ぶ楽しさも
あった。この遊びを見たＡ男が途中から入ってき
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た。Ａ男は何も言わずにその場に加わろうとして
いたため、保育者に「いれては？」と声を掛けら
れると、恥ずかしがりながらも保育者を見ながら
「いれて」と言って参加することができた。入っ
たものの、「警察は黄色の帽子にしてね、泥棒は
赤色帽子だよ」という指示や、追う側、逃げる側
も分からなかったようで帽子をかぶれずに困って
いた。保育者のなっている役にＡ男を連れて行
き、一緒に走って逃げたり、追いかけたりしていっ
た。Ａ男は走り回ることが楽しいようで、笑いな
がら走っていた。
＜保育者の捉え＞
事例12では、クラスの子ども達とＡ男との間で、
遊びの楽しさの共有が難しくなってきたことを感
じる場面だった。ここでは保育者が遊びとＡ男を
つなぐ役割を果たしている。保育者は、Ａ男が遊
びを見て「楽しそう」と感じたからこそ参加しよ
うとしたのだと思い、この遊びの楽しさを味わえ
るように援助していくことにした。しかし、警察
－泥棒、あるいは追う－追われるという役割が分
からなかったＡ男にとって、このルールを知り、
理解して遊んでいくことに楽しさは感じられない
と気付く。そこで保育者と一緒に遊びに参加しな
がら、保育者や友達の様子、役になりきったとき
の言葉や表情の変化を見せながら、楽しい雰囲気
を味わえるようにしていった。ルールを理解でき
ないでいることで、周囲の子ども達から「今タッ
チしたよ！」と言われたり、彼らの感じている楽
しさには気付けずにいたりするＡ男。周囲も育っ
てきたことで、Ａ男との関わりに、保育者の支援
が、気持ちの代弁とはまた違う形で必要になって
きた。
【考察12】自分の感じたことをアウトプットするこ
とは、自分の感情の動きに根ざしたものである。Ａ
男は自分の感情の動きを表現する力は少しずつつい
てきたことが､今までの事例解釈から読み取れた。
この事例でも、周りの子どもたちがしていることは
何となく楽しそうという気持ちがＡ男にわき起こ
り、仲間に入ろうとしている。しかし、それは、単
に雰囲気を感じているのであって、その鬼ごっこの
「追う－追われる」面白さを感じているわけではな
い。しかし、遊びにおけるルールの理解のためには、
意味の理解が不可欠になってくる。意味の理解に
は、言葉が不可欠の要素となる。言葉が存在するか
らこそ、その言葉によって、行動をコントロールす
ることができる。言葉が存在するから、こうなった
らこうするというルールに自分を合わせて行くこと
ができるようになる。つまり、見通しを持って行動
ができるようになるためにも、言葉による意味理解
が今後重要になってくることが読みとれる。
【ま と め】
Ａ男の変容から読み取れた内容を元に、発語を促
し、コミュニケーションの手立てとして言葉を利用
できるようになる過程についてまとめる。
① 保育者との安定した関係性が、子どもが安心し
て自分を表現することの土台にあることがわかっ
た。自分の感じた世界を表す手立ては、言葉に限
らず子どもの表情であったり、行動であったり
様々であるが、それらすべてに意味があるという
前提に立ち、その意味を読み取ることが保育者に
は求められる。子どもの表現行為の的確な意味理
解が行われることで、子どもは自分の気持ちを受
け止められたことを実感し、自らの意志によって
言葉を発しようとする。
② 子どもは様々な体験を通して自分の感情が揺り
動かされることにより、それを周りにいる他者に
伝えようとする気持ちが生まれることがわかっ
た。そしてその言葉に耳を傾けてもらえる体験が
次に相手に共感してもらいたという気持ちを育む
ことになる。そしてますます相手に自分が感じた
ことを伝えたいという意欲が増す。そして、言葉
に置き換える体験を積み重ねることで、語彙が増
えていくことになるものと考えられる。
③ 子どもは自分の思っていることを相手に伝えよ
うとすることで、自分自身がどのような気持ちを
動かしていたのかを確認することができることが
わかった。言葉を発することで、自分の考えをま
とめていくことができると考えられる。
④ 子どもは言葉を相手に向けて発し、その結果、
相手から返ってくる様々な反応を受け止めなが
ら、言葉の正しい使い方を学んでいくことがわ
かった。
⑤ 園での生活が充実し、自分がこうしたいという
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思いが強くなってくることによって、子どもはそ
の気持ちを現実の行動に移すために必要だと思わ
れる言葉を使い始めようとすることがわかった。
⑥ 言葉で表現できない場合、子どもは自分の感情
の動きが整理できず、イライラしたり不機嫌にな
ることが予測できる。その際はなるべく子どもの
心の動きを丁寧に言葉に置き換えていくことに
よって、子ども自身が自分の心の状態を整理する
きっかけを作っていくことが保育者の重要な役割
の一つとしてあることを把握できた。
⑦ 子どもは様々な体験を漠然としたイメージとし
て貯えていく。活動が充実することはそのイメー
ジをさらに貯えることになる。そうした蓄えがあ
ることで、時期を経て同じような場面にであっと
きに、そのイメージが想起され、それが言葉の発
語につながることが予測できた。
【今後の課題】
Ｂ保育者が事例12でも捉えているように、Ａ男は
言葉の理解については弱さを抱えている。言葉の意
味の理解の弱さが今後Ａ男と他児との順調な関係を
結ぶことに不具合があることをＢ保育者は予測して
いる。言葉の理解を促す援助・配慮について、今後
研究を進めていくことが重要と考える。
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